
　

山
形
市
街
地
の
約
四
九
％
は
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
整
備
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
組
合
に
よ
る
区
画
整
理
事
業
で
あ
り
、
六
十

六
地
区
、
約
千
六
百
㌶ 
に
の
ぼ
り
、
宅
地
供
給
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
山
形
市
の
市
街

地
形
成
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
当
然
、
地
権
者
に
よ

る
組
合
区
画
整
理
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宅
地
の

ほ
と
ん
ど
を
地
権
者
が
所
有
し
、
そ
の
宅
地
の
利
用

と
供
給
は
地
権
者
の
意
向
次
第
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
一
部
地
域
に
お
い
て
必
ず
し
も
宅
地
の
利

用
及
び
供
給
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
な
い
な
ど
の
ほ

か
、
そ
の
市
街
化
の
状
況
は
商
業
店
舗
と
住
宅
が
混

在
し
、
必
ず
し
も
良
好
な
住
環
境
と
な
っ
て
い
な
い

な
ど
、
計
画
的
な
街
づ
く
り
と
な
っ
て
い
な
い
事
例

も
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
山
形
市
内
の
住
宅
地
の
地
価
は
、
近
年
、

下
落
傾
向
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
坪
当
た
り
単
価

が
二
十
数
万
円
か
ら
三
十
万
円
の
状
況
で
あ
り
、
仙

台
市
な
ど
の
住
宅
地
分
譲
価
格
な
ど
と
比
較
し
て
も

高
い
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
を
反
映
し
て
、
山
形
市
の

人
口
動
向
は
、
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
に
お
い
て
前

回
調
査
と
比
べ
て
八
百
四
十
五
人
、
〇
・
三
％
の
増

加
と
微
増
の
状
況
に
あ
る
。
一
方
、
山
形
市
の
周
辺

市
町
村
で
あ
る
天
童
市
は
二
千
六
百
二
人
、
四
・
三

％
の
増
加
、
東
根
市
は
千
五
百
九
十
二
人
、
三
・
七

％
の
増
加
、
山
辺
町
、
中
山
町
も
一
％
以
上
の
人
口

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
に
近
年
の
経
済

状
況
の
影
響
で
年
間
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど

将
来
へ
の
不
安
感
な
ど
か
ら
、
住
宅
取
得
可
能
額
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
住
宅
地
地
価
が

比
較
的
高
い
山
形
市
か
ら
相
対
的
に
安
い
周
辺
市
町

村
に
住
民
が
流
出
傾
向
に
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

山
形
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
」
は
、

山
形
市
と
上
山
市
に
ま
た
が
る
蔵
王
を
一
望
す
る
す

ば
ら
し
い
眺
望
、旧
羽
州
街
道
な
ど
の
歴
史
的
資
源
、

果
樹
園
や
緑
豊
か
な
里
山
な
ど
の
自
然
環
境
に
囲
ま

れ
た
丘
陵
地
に
あ
る
。

　

蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
は
、開
発
面
積
百
七
十
一
㌶
、

戸
数
千
七
百
戸
、
人
口
七
千
人
を
計
画
し
て
お
り
、

そ
の
中
央
部
に
、
中
核
施
設
で
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

パ
ー
ク
と
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
を
計
画

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文
化
、

歴
史
、
人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
発
見
、
学
習
、
創

造
す
る
参
加
・
体
験
型
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
、
体
育
館
や
屋
外
運
動
施
設
と
研
修
施
設
を
備

え
た
ス
ポ
ー
ツ
研
修
施
設
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
蔵

王
み
は
ら
し
の
丘
で
は
単
な
る
住
宅
地
で
は
な
く
、

中
核
施
設
と
商
業
施
設
な
ど
の
誘
致
施
設
と
住
宅
地

が
一
体
と
な
り
、
ひ
と
つ
の
街
を
造
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

そ
の
街
づ
く
り
に
お
い
て
は
、「
蔵
王
に
抱
か
れ
た

美
し
い
ま
ち
」
を
目
標
と
し
、
雄
大
な
蔵
王
連
峰
へ

の
眺
め
を
シ
ン
ボ
ル
に
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
自
然
と

ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
と
が
融
合
し
た
舞
台
で
、
山

形
な
ら
で
は
の
楽
し
み
を
満
喫
で
き
る
街
を
目
指
し

て
い
る
。

　

個
別
に
は
、
第
一
に
、 
佇 
ま
い
や
景
観
の
方
針
を

た
た
ず

「
山
々
を
み
は
る
か
す
四
季
の
丘
」
と
題
し
、
蔵
王
連

峰
や
白
鷹
山
系
な
ど
の
山
並
み
と
新
し
い
街
並
み
と

が
互
い
に
引
き
立
て
合
う
環
境
を
創
造
し
、
四
季
の

移
り
変
わ
り
を
実
感
で
き
る
緑
に
包
ま
れ
た
街
を
つ

く
る
。
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具
体
的
に
は
、
街
の
顔
と
な
る
幹
線
道
路
の
景
観

を
形
成
す
る
無
電
柱
化
や
積
極
的
な
街
路
樹
の
植

栽
、
住
宅
地
内
の
低
木
や
生
け
垣
の
植
栽
な
ど
す
っ

き
り
し
た
緑
豊
か
な
景
観
作
り
を
行
う
。
さ
ら
に
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
既
存
樹
林
や
周
辺
緑
地
の
保
存

整
備
に
よ
り
、
四
季
折
々
の
移
り
変
わ
り
を
実
感
出

来
る
環
境
作
り
を
行
う
。

　

第
二
に
、
生
活
空
間
と
し
て
の
街
の
あ
り
方
の
方

針
を
「
ゆ
と
り
と
感
性
の
く
ら
し
空
間
」
と
題
し
て
、

誰
も
が
ゆ
と
り
や
安
心
感
を
感
じ
な
が
ら
活
動
で
き

る
暮
ら
し
の
場
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
地
域
環
境

へ
の
影
響
に
配
慮
し
な
が
ら
、
循
環
型
社
会
を
め
ざ

し
、
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
街
を
つ
く
る
。

　

障
害
者
や
自
転
車
な
ど
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
段

差
の
解
消
や
歩
道
の
融
雪
装
置
の
整
備
に
よ
り
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
道
づ
く
り
を
行
う
。

　

第
三
に
、暮
ら
し
の
楽
し
み
や
交
流
の
方
針
を「
人

生
を
楽
し
む
も
て
な
し
の
舞
台
」
と
題
し
て
、
周
辺

の
地
域
や
魅
力
あ
る
資
源
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
固
有
の
自
然
・
文
化
を
楽
し
み
、
多
く
の
人
々
が

集
い
、
来
訪
者
と
も
ふ
れ
あ
え
る
街
を
つ
く
る
。
参

加
・
体
験
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
・

研
修
機
能
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

の
整
備
の
ほ
か
、
家
庭
菜
園
付
き
住
宅
、
商
業
施
設
、

病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
多
様
な
住
宅
地
や
施
設
の
整

備
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
平
成
十
三
年
八
月
に
工
事
着
手
し
、

十
五
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
全
体
で
九
十
六
区
画
の

住
宅
地
第
一
期
分
譲
を
開
始
し
た
。

　

第
一
期
分
譲
の
特
徴
の
ひ
と
つ
目
は
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
居
住
者
の
早
期
入
居
に
よ
る
街
の
早
期
熟
成
と

お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
に
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
十
四
社
と
公
団
が
分
譲
促
進
協
議
会
を

設
け
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
建
売
住
宅
分
譲（
四

十
一
棟
）、及
び
建
築
条
件
付
分
譲（
二
十
一
区
画
）と

公
団
に
よ
る
更
地
分
譲
（
二
十
一
区
画
）
の
三
種
類

の
分
譲
方
法
で
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
特
徴
は
、
緑
豊
か
な
風
格
あ
る
街
並
み

を
形
成
す
る
た
め
に
、
建
売
住
宅
エ
リ
ア
に
お
い
て

（
財
）住
宅
生
産
財
団
の
協
力
の
下
に
、
統
一
外
構
・

統
一
植
栽
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

「
里
山
の
ま
ち
に
暮
ら
す
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
道
路

境
界
か
ら
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
た
宅
地
部
分
に
低
木
・

草
木
と
生
け
垣
の
植
栽
の
ほ
か
、
駐
車
場
、
門
柱
及

び
玄
関
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
を
統
一
し
た
整
備

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
街
に
住
む
人
々
に
連
帯

感
が
生
ま
れ
、
暮
ら
し
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
も
た
ら

す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

分
譲
の
結
果
は
、
公
団
の
更
地
分
譲
二
十
一
区
画

の
坪
当
た
り
平
均
単
価
が
十
二
万
七
千
円
、
区
画
規

模
は
七
十
七
坪
か
ら
二
百
坪
で
平
均
百
坪
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
申
込
者
は
七
十
五
件
、
平
均
倍
率
は

三
・
六
倍
で
あ
っ
た
。

　

蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
へ
の
来
訪
者
の
声
を
整
理
す

る
と
、
公
団
に
よ
る
分
譲
を
待
ち
望
ん
で
い
た
方
が

多
か
っ
た
こ
と
、
山
形
市
街
地
周
辺
宅
地
の
価
格
の

二
十
数
万
円
に
比
べ
手
頃
な
価
格
で
あ
っ
た
こ
と
、

「
蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
」の
名
前
の
通
り
蔵
王
連
峰
な

ど
の
山
並
み
の
眺
望
が
よ
い
こ
と
、
公
団
、
山
形
県
、

山
形
市
及
び
上
山
市
が
一
体
と
な
っ
て
整
備
す
る
大

規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
整
備
水
準
が
高
く
将
来
性
が

期
待
で
き
る
こ
と
、
な
ど
の
声
が
多
か
っ
た
。

　

蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
は
、
今
後
十
年
間
程
度
の
期

間
で
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
第
一
期
分
譲
は
「
里
山
の
ま
ち
に
暮
ら
す
」
を

テ
ー
マ
に
と
し
た
統
一
外
構
・
統
一
植
栽
を
提
案
し

た
。
今
後
と
も
、
例
え
ば
、
県
産
木
材
を
活
用
し
た

住
宅
の
街
、
道
と
店
舗
が
一
体
と
な
っ
た
街
な
ど
の

テ
ー
マ
を
も
っ
た
街
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
街
づ

く
り
や
個
人
の
家
造
り
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
良

好
な
居
住
環
境
と
、
特
徴
あ
る
景
観
づ
く
り
を
提
案

し
て
い
き
た
い
。
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